
（１）個別賃金要求方式組合
労務構成 賃金回答額（円）

年齢 改善額 体系是正 賃金ベース 年間額 月数

日立 37.0 1,000 301,000 1,477,910 4.91

日立電線 37.6 1,000 294,911 1,416,000 4.80

日立工機 41.9 1,000 291,900 1,567,503 5.37

ＨＰＴ 39.3 体系維持 301,600 1,236,600 4.10

日立建機 37.6 1,000 298,416 1,627,000 5.45

日立アプライアンス 41.0 1,000 309,100 1,319,858 4.27

日立ＩＣＳ 37.9 500 288,560 1,333,150 4.62

ＩＪＳ － 500 － 1,202,500 4.27

日立ライティング 38.2 500 500 281,800 1,014,480 3.60

産機システム 39.1 1,000 285,000 1,382,250 4.85

日立ＤＰ 42.0 1,000 290,200 1,268,174 4.37

八木アンテナ 38.9 500 500 270,419 1,070,859 3.96

（２）平均賃金要求方式組合
労務構成

年齢 賃上額 （％） 賃金ベース 年間額 月数
日立金属 39.6 6,236 2.10 296,649 1,538,000 5.31

日立化成 36.0 267,390 1,431,000 5.35
ＨＥＳ 41.1 800 0.26 307,267 1,414,782 4.60
日立物流 39.2 307,984 1,632,316 5.30
日立ＥＳ 40.7 297,060 1,265,476 4.26
ＨＩＳＥＣ 40.9 3,251 1.14 286,257 1,288,156 4.50
ＨＩＭＥＣ 36.8 1,000 261,002 1,148,409 4.40
日立協和 40.7 285,108 1,211,710 4.25

原町電子 46.2 265,067 1,139,788 4.30
ＩＣＣ 39.3 289,400 1,157,600 4.00
ＲＰＳ 39.1 6,022 2.05 293,400 1,408,320 4.80
ＡＥパワー 39.5 302,890 1,363,005 4.50
日立ハイテク 36.3 304,528
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要求 妥結

円

日立労組の賃上げの推移

年

日
立
グ
ル
ー
プ
連
合
の

各
労
働
組
合
は
、
会
社
か

ら
の
08
年
春
闘
交
渉
の
回

答
を
受
け
て
、
集
約
を
決

め
ま
し
た
が･･

･

。

職
場
で
は
、
実
質
賃
金

が
年
々
目
減
り
す
る
下
で
、

原
油
高
を
反
映
し
た
諸
物

価
の
高
騰
や
増
税
に
よ
る

い
っ
そ
う
の
負
担
増
な
ど

か
ら
、
春
闘
で
の
賃
上
げ

に
さ
さ
や
か
な
期
待
を
し

て
い
ま
し
た
。

回
答
を
受
け
て
職
場
で

は
「
要
求
が
低
い
の
で
、

満
額
を
期
待
し
た
の
に
」

「
千
円
じ
ゃ
賃
上
げ
の
実

感
は
な
い
」
「
業
績
が
良

く
な
っ
て
も
や
っ
ぱ

り
上
が
ら
な
い
ん
だ
」

「
こ
ん
な
に
忙
し
く

働
い
て
も
上
が
ら
な

い
ん
じ
ゃ
、
や
っ
て

ら
れ
な
い
」
「
時
間
外
割

増
率
ア
ッ
プ
は
期
待
は
ず

れ
」
な
ど
、
不
満
と
不
信

の
声
が
で
て
い
ま
す
。

成
果
主
義
賃
金
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
る
職
場
で

は
、
配
分
が
職
群
や
個
人

の
成
果
・
能
力
見
合
い
で

格
差
が
で
ま
す
。
ま
た
、

調
整
給
の
あ
る
人
は
本
給

改
善
額
分
が
調
整
給
か
ら

減
額
さ
れ
て
賃
金
は
上
が

り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
集
約
の
具
体

的
な
内
容
が
職
場
に
提
示

さ
れ
ま
す
。
集
約
内
容
や

春
闘
の
あ
り
方
に
た
い
し

て
職
場
集
会
な
ど
で
、
率

直
な
声
を
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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日 立 懇

０８春闘 会社の低額回答に職場では不満の声
実質賃金目減りの下で、賃上げ・生活改善の実感なし！



納
得
の
い
く

説
明
が
ほ
し
い

会
社
は
五
年
連
続
の
増
収
増
益

だ
と
言
う
の
に
賃
金
水
準
改
善
額

千
円
の
春
闘
回
答
で
は
、
昨
年
の

処
遇
制
度
改
訂
で
扶
養
手
当
が
四

千
円
も
減
額
さ
れ
、
更
に
今
年
も

ま
た
四
千
円
の
減
額
が
あ
る
な
ど

で
、
賃
金
は
下
が
る
一
方
で
す
。

「
史
上
最
高
の
会
社
業
績
（
利
益
）

な
の
に
、
儲
け
は
株
主
へ
の
配
当

と
役
員
賞
与
に
」
と
書
い
て
い
た

ビ
ラ
が
あ
っ
た
け
ど
同
感
で
す
。

例
年
よ
り
回
答
指
定
日
を
５
日
も

遅
く
し
、
交
渉
時
間
も
午
前
七
時

五
十
分
に
設
定
し
た
り
と
、
何
か

変
で
す
。
最
大
限
の
誠
意
あ
る
回

答
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ

ん
。

（
日
立
工
機
）

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

２
年
分
支
払
わ
れ
る

日
立
水
戸
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
で
サ
ー
ビ
ス
残

業
代
が
、
２
月
の
給
料
日
に
支
払

わ
れ
ま
し
た
。
支
払
い
対
象
者
に

そ
の
明
細
書
が
封
書
で
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
職
場
で
は
、
大
き
な
話

題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

全
体
で
は
相
当
な
額
が
支
払
わ
れ

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
に

会
社
が
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
対
す
る
是
正

指
導
」
を
受
け
て
、
会
社
が
提
示

し
た
各
人
の
過
去
の
「
２
年
分
」

の
勤
休
管
理
デ
ー
タ
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
時
間
と
、
各
人

の
入
力
時
間
の
差
異
時
間
に
つ
い

て
、
個
人
判
断
で
残
業
時
間
と
し

て
申
告
し
た
も
の
で
す
。

職
場
に
は
最
新
の
勤
休
管
理
シ

ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
会

社
は
労
基
署
の
是
正
指
導
を
真
摯

に
受
け
止
め
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
遵
守
）
の
立
場
で
，
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
再
発
防
止
を
徹
底
す

べ
き
で
す
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

労
働
組
合
と
は

な
ん
じ
ゃ
ろ
う
！

職
場
の
若
い
人
が
、
父
親
か
ら

聞
い
た
話
を
し
て
驚
い
て
い
た
。

労
働
者
が
賃
上
げ
を
要
求
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
て
闘
っ
た
頃
の

こ
と
だ
。
「
そ
れ
で
、
み
ん
な
よ

く
ク
ビ
に
な
ら
な
か
っ
た
ね
」
と
、

言
っ
た
ら
笑
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

労
働
組
合
の
旗
は
何
色
、
昔
は
赤
、

今
は
？

職
場
集
会
と
か
は
…
今
、

労
働
組
合
で
は
組
合
員
を
教
育
し

て
い
な
い
の
か
な
、
と
。

（
日
立
協
和
）

パ
ソ
コ
ン
で
管
理

長
時
間
労
働
対
策

日
立
工
場
で
は
、
昨
年
、
長
時

間
労
働
に
よ
り
労
災
死
の
認
定
を

受
け
る
と
言
う
残
念
な
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
変
わ
ら
な
い

長
時
間
労
働
に
対
し
て
、
長
時
間

労
働
の
縮
減
と
健
康
管
理
の
面
か

ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
労
働
時
間
の

管
理
が
４
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。

月
俸
者
、
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
適
用
者

以
外
で
、
会
社
か
ら
パ
ソ
コ
ン
貸

与
さ
れ
て
い
る
人
に
も
、
範
囲
が

広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
俸

者
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
適
用
者
以
外
の
人

に
つ
い
て
の
時
間
外
労
働
や
休
日

労
働
時
間
の
管
理
は
自
動
的
に
計

算
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
自
己
申
告
と
の
こ
と
で
す
。

各
人
が
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
し
な

い
、
そ
の
強
い
意
志
が
も
求
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。（

日
立
勝
田
）

昼
休
み
く
ら
い

ゆ
っ
く
り
と
し
た
い

機
械
職
場
で
は
、
安
全
一
の
日

に
、
安
全
報
告
や
誤
作
対
策
な
ど

の
ミ
ー
テ
ン
グ
を
昼
休
み
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
体
と
精
神
を
休
め

る
た
め
に
も
、
や
め
て
欲
し
い
。

就
業
時
間
中
に
や
る
の
が
ほ
ん
と

う
で
し
ょ
う
。
な
ん
か
お
か
し
い

よ
！
ま
た
、
納
期
に
追
わ
れ
て

「
３
時
間
残
業
、
公
出
」
と
続
い

て
は
健
康
に
注
意
と
い
わ
れ
て
も
、

無
理
が
あ
り
ま
す
。
人
を
増
や
し

て
、
健
康
で
安
全
に
働
き
た
い
．

こ
の
ま
ま
で
は
労
働
災
害
の
発
生

に
も
な
り
か
ね
な
い
。（

日
立
協
和
）

Ｑ
Ｃ
活
動
も

実
労
働
時
間
と
認
定

大
企
業
な
ど
で
、
自
主
活
動
を

装
っ
て
い
る
「
Ｑ
Ｃ
（
品
質
管
理
）

サ
ー
ク
ル
」
な
ど
の
小
集
団
活
動

は
、
隠
れ
サ
ー
ビ
ス
残
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
内

野
健
一
さ
ん
の
過
労
死
裁
判
で
は
、

生
産
性
向
上
の
た
め
に
行
う
Ｑ
Ｃ

や
創
意
工
夫
提
案
活
動
な
ど
を
労

働
時
間
と
認
定
し
ま
し
た
。
舛
添

厚
生
労
相
も
、
名
古
屋
地
裁
判
決

の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
労
動
行
政
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

（
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
３
・
28
よ
り
）


